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古
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塚
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朗
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末
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財
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士
大
山
敷
太
郎
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貸
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局
替
相
場
整
動
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原
因
に
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い
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法
撃
士
正
井
敬
次

企
業
珠
算
制
度
の
米
囲
内
功
現
斌
・
・
・
・
経
涛
皐
士
山
本
安
夫
郎

ズ
ル
タ
ン
氏
の
岡
家
牧
入
論
・
・
・
・
・
・
経
由
主
主
大
谷
政
敬

ゾ
ン
バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
庖
観
・
・
・
経
潰
皐
士
堀
新
一
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題



ズ
ル
タ
ン
氏
の
園
家
牧
入
論

〈
枇
曾
準
的
財
政
皐
と
ズ
Y
N
F

ン

氏
の
闘
家
収
入
論
)

大

谷

玖

敬

統
治
圏
憾
の
需
要
配
分
の
行
動
(
支
出
)
と
手
段
調
達
の
行
動

(
峡
入
)
は
、
園
民
経
済
上
、
並
に
私
経
済
上
の
翻
動
よ
り
す
る

も
現
代
枇
曾
に
於
て
拭
ひ
消
す
と
と
の
出
来
な
い
銃
い
特
徴
を

と
の
事
寅
は
、
財
政
曜
を
ぽ
、
共
の
針
象
の
枇

有
し
て
居
る
。

曾
的
性
質
に
感
じ
て
研
究
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
卸
ち
外
面
的

た
現
象
に
穆
着
す
る
と
と
な
〈
深
刻
た
洞
察
を
友
ず
と
せ
ば
、

財
政
撃
の
研
究
は
枇
曾
製
的
に
方
向
付
け
ら
れ
ね
ば
注
ら
た
い

乙
と
を
意
味
す
る
。

吾
人
は
か
L

る
方
向
付
を
も
っ
た
研
究
態
度
よ
り
す
る
財
政

皐
を
ば
、
枇
曾
聞
学
的
財
政
事
と
稀
し
得
る
と
思
ふ
。
尤
も
枇
曾
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事
的
財
政
撃
と
一
石
ふ
て
も
或
る
著
作
は
、
著
し
〈
歴
史
的
に
方

向
付
け
ら
れ
て
居
る
も
の
あ
り
、
他
の
著
書
で
は
、
よ
り
一
居

理
論
的
た
方
向
を
と
れ
る
も
の
が
あ
る
。

乙
れ
蓋
し
枇
曾
接
的

研
究
自
慢
の
本
質
が
、
換
言
す
れ
ば
枇
曾
現
象
そ
の
も
の
L
本

質
が
、
由
来
歴
史
的
理
論
的
存
在
で
あ
る
か
ら
し
て
、
人
に
よ

り
志
向
、
力
駐
を
異
に
す
る
に
よ
り
、
或
る
揚
合
に
は
歴
史
的

契
機
が
後
退
し
て
、
理
論
的
契
機
が
高
調
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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哲
広
寸

W
V

分
野
を
象
ぐ
れ
ば
、
歴
史
撃
汲
と
理
論
事
汲
に
大
別
し
得
る
。

先
づ
歴
史
事
汲
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
財
政
皐
の
枇
曾
聞
宇

的
研
究
を
企
て
た
最
初
の
人
た
る
填
太
利
の
ル

1
ド
ル

7

・.コ

ー
ル
ド
シ
ヤ
イ
ド
民
と
.
最
近
に
於
て
は
、
財
政
山
磐
田
作
に
於
て

の
輝
や
か
し
い
勢
作
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
ゐ
る
ホ
ル
ス
ト
・
ィ

ヒ
ト
氏
を
泉
げ
得
る
。
雨
者
と
も
財
政
現
象
の
歴
史
的
契

ニ巳機
を
高
調
す
る
離
に
於
て
は
軌
を
一
に
し
て
居
る
が
、
ゴ
ー
ル

ド
シ
ヤ
イ
ド
氏
は
政
策
的
で
あ
り
、

4
エ
ヒ
ト
氏
は
哲
接
的
で

あ
る
と
こ
る
が
相
違
し
て
居
る
。

理
論
的
方
向
を
と
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
十
九
世
紀
濁
逸
財
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政
事
の
諸
豆
匠
を
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
彼
等
の
財
政
理

論
は
、
填
太
利
の
限
界
効
用
車
一
・
汲
の
理
論
と
枇
曾
襲
、
特
に
政

治
枇
曾
墜
と
が
交
互
に
何
等
閑
聯
す
る
と
こ
ろ
友
く
併
立
し
て

居
る
の
で
、
枇
曾
間
四
千
的
に
見
て
不
充
分
で
あ
る
。
た
ピ
最
近
に

コ
ル
ム
氏
の
優
れ
た
る
研
究
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

也、旬、
-F
、

ふ
h
M
F
J
Lズ

ル
タ
ン
氏
は
、
上
中
川
~
の
如
き
科
間
半
的
欣
勢
よ
り
し
て
、
枇

曾
接
的
財
政
理
論
の
試
み
と
し
て
、
今
度
、
「
岡
家
牧
入
論
」
を

叫
湖
陀
治
る
に
到
つ
的
。
本
勢
岡
山
山
、
先
づ
枇
曾
務
的
財
政
現
論

の
問
題
諭
に
就
て
の
課
題
を
論
じ
、
し
か
る
後
、
園
家
牧
入
の

祉
曾
事
的
理
論
を
展
開
し
て
居
る
。

い
ま
、
氏
の
構
想
が
那
謹

に
あ
る
や
を
ば
、
同
書
の
前
言
た
り
序
論
で
索
め
、
以
て
紹
介

の
言
葉
と
し
よ
う
。

氏
の
撃
的
根
本
態
度
は
‘
「
現
象
撃
の
預
備
概
念
」
の
意
味
に

於
け
る
汁
事
寅
そ
の
も
の
え
!
L
(
R
N
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L
g
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r
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E
Eて
J

と
い
ふ
格
律
に
あ
る
。

と
の
格
律
を
ば
、
財
政
的
に
表
現
す
る

と
、
財
政
事
は
現
貫
科
事
で
あ
り
、
国
家
と
祉
舎
が
存
在
す
る

限
り
、
赤
裸
々
な
現
賞
態
が
財
政
事
に
成
立
し
生
成
す
る
。
か

〈
て
乙
の
現
寅
態
を
ば
「
活
限
を
聞
い
て
そ
し
て
忠
賓
に
記
述

ゾ

Y

バ
ル
ト
教
授
の
百
貨
唐
親

す
る
」
に
あ
る
。

夏
ら
に
、
一
般
的
智
識
皐
の
綱
要
に
就
て
の
児
界
を
窺
ふ
に
、

斯
事
は
、
財
政
事
の
茶
礎
的
意
義
を
究
明
す
る
に
は
不
可
快
で

は
あ
る
が
、
曲
学
的
粉
飾
(
〈
D
E門

Erg)
に
陥
つ
て
は
友
ら
友
い

と
す
る
。
而
し
て
叉
、
同
氏
の
高
調
す
る
祉
曾
皐
的
立
脚
黙
は

何
庵
に
あ
り
や
と
い
ふ
に
、
邸
ち
一
位
舎
撃
的
羅
針
盤
の
何
れ
の

方
位
陀
あ
る
や
と
い
ふ
に
、
大
慢
に
於
て
7

ク
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l
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7

ー
の
「
四
世
寅
位
曾
感
と
文
化
枇
曾
車
一
ゐ
立
場
K
基
い
て
居
る
と

す
毛
。
先
日
掛
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が
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正
'
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」
ヨ
王
一

v
i
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V
ま

d
t

的
要
因
と
文
化
的
要
因
と
の
結
合
が
往
々
外
面
的
で
あ
る
が
、

氏
に
と
っ
て
は
二
居
内
面
的
で
あ
る
ゆ
」
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
此
の
誌
に
就
て
は
特
に
同
氏
の
脚
詮
参
照
)
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